
○高月町人権尊重のまちづくり条例

平成9年３月１８日

条例第15号

（目的）

第1条この条例は、基本的人椛の尊重および法の下の平等を定めた日本国憲法ならびに

世界人権宣言の理念にのっとり、’'11とlllT民(滞在者を含む。以下|司じ゜）が協調して人椛

意識の高揚と人椛の擁護に努め、部蒋差別、女性差別、障害者差別等あらゆる差別のな

い、ｌﾘjるく住みよい社会を築き、人権を尊重するまちの実現に寄与することを目的とす

る。

（'１１１の責務）

第2条１１１Jは、前条の'一l的を達成するため、高月lllTlllJ民憲章および高月'１１J人権尊重のまち

宣言の精神を踏まえ、人椛意識のi市場および人権擁護にUMする必要な施策の総合的なｌｊＩＩｉ

雌に努めるものとする。

（'111民の義務）

第3条’１１J民は、相互に基本的人椛を尊重するとともに、兼別をｉＩｎｌ存し、又は助長する行

為をしないように努め、llllが実施する施策に協力するものとする。

（啓発活動の充実）

第4条’11Jは、人権意識の高揚を図るため、地域、学校、家庭、企業等と連携し、人権啓

発活動の充実に努めるものとする。

（調査の実施）

鋪5条UlJは、施策を効果的にⅡt進するため、必要に応じ調査を行うものとする。

（排進休iljIの充実）

第6条’１１Jは、施策を効果的にＨｆ進するため国・県との迎携を|叉|りながら、推進体ilillの充

実に努めるものとする。

（委任）

第7条この条例の施行にUMし必要な事項は、’11｢長が別に疋める。

付lF1ll

この条例は、公布のＨから加↑]葛する。
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付則(平成12年条例第57号)抄

この条例は、公布の曰から施行する。

ノ

】


